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生
来
の
無

計
画
性
は
不

治
の
病
と
諦

め
て
い
る
。

先
週
末
、
半

日
だ
け
自
由

な
時
間
が
で

き
た
の
で
、
朝
ド
ラ
「
半

分
、
青
い
。
」
の
ヒ
ロ
イ

ン
の
故
郷
・
岐
阜
県
岩
村

町
を
訪
れ
た
。
予
備
知
識

を
仕
入
れ
ず
、
思
い
付
き

で
行
っ
て
み
た
ら
、
鈴
愛

の
家
も
律
の
家
も
「
と
も

し
び
」
も
実
在
し
な
か
っ

た
▼
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は

し
ば
し
ば
あ
る
が
、
慣
れ

て
い
る
の
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

シ
ン
キ
ン
グ
で
補
う
。
め

げ
ず
に
散
策
。
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
昭
和

の
街
並
み
。
戦
国
時
代
に

整
備
さ
れ
た
生
活
用
水
の

せ
せ
ら
ぎ
。
五
平
餅
。
良

い
で
は
な
い
か
。
こ
の
あ

た
り
で
山
国
の
城
下
町
と

言
え
ば
郡
上
八
幡
だ
が
、

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
趣
深

さ
だ
▼
ふ
く
ろ
う
商
店
街

で
目
を
引
く
の
は
、
同
じ

く
こ
の
町
出
身
の
儒
学
者

・
佐
藤
一
斎
の
名
言
。
そ

こ
か
し
こ
に
木
札
が
掛
か

り
、
中
々
先
へ
進
め
な
い

▼
「
愛
敬
の
二
字
は
交
際

の
要
道
た
り
」。愛
敬
は
自

愛
と
尊
敬
の
複
合
語
だ
そ

う
だ
。
わ
が
食
品
業
界
に

当
て
は
め
れ
ば
、
自
社
製

品
へ
の
愛
情
と
、
消
費
者

へ
の
敬
意
が
消
費
を
促
す
、

と
読
み
解
い
て
み
た
が
い

か
が
だ
ろ
う
。
二
語
は
き

ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
両

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
状
、
前
者
へ
の
愛
情
と

誇
り
を
も
っ
と
強
め
る
こ

と
が
大
切
と
思
わ
れ
る
。

大
手
酒
類
４
社
の
上
半
期
（
１
～
６
月
）
決

算
は
３
社
が
グ
ル
ー
プ
売
上
収
益
を
伸
ば
し
た

が
、
酒
類
事
業
で
は
２
社
が
売
上
収
益
増
。
酒

類
最
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ビ
ー
ル
類
の
５
社
課
税

移
出
数
量
（
ア
サ
ヒ
、
キ
リ
ン
、
サ
ン
ト
リ

ー
、
サ
ッ
ポ
ロ
、
オ
リ
オ
ン
）
は
１
億
８
千
３

３
７
万
７
千
箱
（
大
瓶
換
算
）
、
前
年
同
期
比

３
・
６
％
減
と
厳
し
い
推
移
だ
。
第
１
四
半
期

の
天
候
不
順
、
昨
年
６
月
の
改
正
酒
税
法
や
今

春
の
業
務
用
値
上
げ
な
ど
が
響
い
た
と
み
ら
れ

予
想
を
上
回
る
厳
し
さ
だ
。

今
春
の
業
務
用
値
上
げ
の

際
に
は
、
予
想
さ
れ
た
直
前

の
仮
需
も
弱
含
み
。
先
行
き

が
不
透
明
の
中
で
在
庫
の
積

み
増
し
を
嫌
っ
た
た
め
と
さ

れ
た
。

ま
た
新
商
品
が
出
揃
っ
た

高
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
類
は

「
悪
く
は
な
い
が
、
期
待
し

た
ほ
ど
で
は
な
い
。
ビ
ー
ル

類
に
求
め
る
価
値
は
、
必
ず

し
も
高
ア
ル
で
は
な
い
の
か

も
」
（
メ
ー
カ
ー
筋
）
と
い

う
。各

社
と
も
業
務
用
ビ
ー
ル

の
落
ち
込
み
が
目
立
つ
と
い

う
。
居
酒
屋
業
態
が
振
る
わ

ず
、
ま
た
外
飲
み
の
嗜
好
が

多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
背

景
だ
。

一
方
で
Ｒ
Ｔ
Ｄ
、
い
わ
ゆ

る
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
は
２
ケ
タ

前
後
の
成
長
を
持
続
し
て
い

る
と
み
ら
れ
、
ビ
ー
ル
類
か

ら
Ｒ
Ｔ
Ｄ
へ
の
流
出
が
続
い

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
Ｈ
Ｄ
酒

類
事
業
は
４
千
２
０
６
億
円

（
４
・
４
％
減
）
で
着
地
。

ビ
ー
ル
類
は
６
・
６
％
減
と

厳
し
い
が
「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ

イ
」
缶
は
復
調
の
方
向
性
が

あ
る
と
い
う
。
Ｒ
Ｔ
Ｄ
が
１６

・
４
％
増
と
好
調
で
ビ
ー
ル

類
以
外
の
酒
類
は
６
％
増
と

な
っ
た
。

キ
リ
ン
Ｈ
Ｄ
で
は
メ
ル
シ

ャ
ン
の
売
上
収
益
が
４
・
４

％
減
に
対
し
て
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
は
１
・
９
％
増
。
「
一
番

総
合
物
流
の
日
新
（
本
社

・
横
浜
市
）
は
昨
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
５
か
年
の
中
期

経
営
期
間
中
に
、
食
品
物
流

の
売
上
高
を
３１
億
円
上
乗
せ

し
、
１
２
０
億
円
に
ま
で
高

め
る
計
画
を
推
進
し
て
い

る
。同

社
の
前
期
（
１８
年
３
月

期
）
売
上
高
は
前
年
比
１
０

７
・
８
％
の
２
千
１
６
９
億

円
、
営
業
利
益
は
１
１
３
・

９
％
の
６３
億
９
千
万
円
の
増

収
増
益
で
着
地
。
自
動
車
関

連
、
化
学
品
・
危
険
品
物
流

と
と
も
に
重
点
分
野
に
位
置

付
け
る
食
品
物
流
も
計
画
を

上
回
っ
た
。

現
在
、
食
品
分
野
は
中
計

の
達
成
へ
向
け
冷
凍
・
冷
蔵

倉
庫
の
増
強
を
進
め
て
お

り
、
来
年
７
月
に
は
福
岡
市

の
福
岡
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

倉
庫
、
９
月
に
は
神
戸
市
の

摩
耶
西
冷
凍
倉
庫
が
竣
工
す

る
予
定
。

福
岡
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

は
一
部
冷
蔵
・
冷
凍
を
備
え

た
倉
庫
で
、
延
床
面
積
７
千

９
６
７
坪
の
５
階
建
て
。
同

社
が
力
を
入
れ
る
ア
ジ
ア
と

の
食
品
輸
出
入
の
拠
点
と
し

て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

九
州
エ
リ
ア
の
Ｄ
Ｃ
と
し
て

も
活
用
す
る
。

摩
耶
西
冷
凍
倉
庫
は
既
存

倉
庫
の
建
て
替
え
で
、
主
要

顧
客
の
ス
ー
パ
ー
や
大
手
食

品
メ
ー
カ
ー
の
需
要
拡
大
に

伴
い
増
強
を
図
る
。
冷
蔵
収

容
能
力
は
１
万
２
千
５
０
０

ｔ
。
全
自
動
型
の
倉
庫
と
な

り
、
作
業
効
率
は
３
～
４
倍

に
高
ま
る
。
中
計
最
終
年
度

ま
で
に
は
東
京
・
平
和
島
倉

庫
の
竣
工
も
計
画
。
同
社
で

は
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
大
き
い

東
京
・
神
戸
・
福
岡
の
冷
凍

・
冷
蔵
施
設
を
増
強
し
業
務

の
拡
充
を
図
る
」
（
経
営
企

画
部
）
と
し
て
い
る
。

一
方
、
海
外
に
お
け
る
食

品
物
流
は
米
州
で
の
冷
凍
・

冷
蔵
倉
庫
の
開
設
を
検
討
す

る
ほ
か
、
欧
州
に
つ
い
て
は

Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
を
受
け
、
ワ
イ

ン
や
高
級
食
材
な
ど
の
輸
入

拡
大
を
視
野
に
入
れ
る
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
で
は
通
関
業
務

な
ど
同
社
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
、
ハ
ー
ド
だ
け
で

な
く
ソ
フ
ト
面
も
含
め
た
物

流
網
を
構
築
す
る
方
針
だ
。
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日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協

会
は
「
平
成
３１
年
度
税
制
改

正
要
望
」
で
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
導
入
を
伴
う
税

率
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
と

と
も
に
、
消
費
税
の
総
額
表

示
義
務
の
廃
止
を
求
め
た
。

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
は
「
個
人
消
費
の
動

向
や
経
済
情
勢
等
の
観
点
か

ら
慎
重
に
判
断
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
要
望
す
る
に
と

ど
め
た
が
、
税
率
引
き
上
げ

に
合
わ
せ
て
導
入
予
定
の
軽

減
税
率
に
つ
い
て
は
「
公
平

・
公
正
な
運
用
が
き
わ
め
て

困
難
で
あ
る
上
、
事
業
者
の

過
重
な
負
担
が
避
け
ら
れ
な

い
」
と
改
め
て
反
対
を
表

明
。
「
消
費
税
率
１０
％
へ
の

引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得

者
対
策
と
し
て
軽
減
税
率
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
は
本
末

転
倒
」
と
矛
盾
点
も
指
摘
し

た
。

消
費
税
の
総
額
表
示
義
務

に
つ
い
て
は
「
価
格
表
示
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
法
律
で

一
律
に
課
す
べ
き
で
は
な

く
、
事
業
者
と
消
費
者
、
事

業
者
と
事
業
者
と
の
関
係
に

お
い
て
事
業
者
自
ら
が
適
切

な
方
法
を
選
択
す
べ
き
問
題

で
あ
る
」
と
主
張
す
る
と
と

も
に
、
「
総
額
表
示
」
の
問

題
点
と
し
て
「
価
格
設
定
の

自
由
を
制
約
し
、
個
人
消
費

が
依
然
と
し
て
伸
び
悩
む
中

で
価
格
の
デ
フ
レ
化
を
促
進

す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
」

と
し
、
総
額
表
示
方
式
の
義

務
付
け
廃
止
を
求
め
た
。

こ
れ
に
関
連
し
、
需
要
変

動
の
平
準
化
や
痛
税
感
の
緩

和
の
名
目
の
下
に
総
額
表
示

を
推
奨
す
る
よ
う
な
議
論
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
価
格

の
デ
フ
レ
化
を
促
進
す
る
要

因
に
も
な
る
た
め
断
固
反
対

す
る
一
方
、
「
自
動
車
・
住

宅
等
の
特
定
分
野
に
偏
っ
た

支
援
策
の
み
な
ら
ず
、
平
成

１８
年
１２
月
ま
で
実
施
さ
れ
た

定
率
減
税
の
復
活
等
、
家
計

全
体
を
広
く
支
援
す
る
方
策

の
検
討
に
真
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

注
文
を
付
け
た
。

一
方
、
深
刻
な
人
手
不
足

対
策
の
一
環
と
し
て
、
「
意

欲
あ
る
パ
ー
ト
労
働
者
の
就

労
機
会
の
確
保
、
個
人
消
費

の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
非

課
税
限
度
額
を
２
０
０
万
円

（
現
行
１
０
３
万
円
）
ま
で

引
き
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
望
。
配
偶
者
控
除

の
引
き
上
げ
が
、
特
に
短
時

間
労
働
を
選
択
し
て
い
る
配

偶
者
の
就
労
機
会
の
確
保
、

世
帯
の
可
処
分
所
得
と
個
人

消
費
の
拡
大
に
効
果
を
も
た

ら
す
よ
う
、
社
会
保
険
等
各

制
度
を
全
体
的
に
と
ら
え
た

見
直
し
の
検
討
を
求
め
た
。

福岡アイランドシティ倉庫完成予想図
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日
本
植
物
油
協
会
は
「
平

成
２９
年
度
製
油
産
業
実
態
調

査
」
の
概
要
を
公
表
し
た
。

対
象
は
会
員
１９
社
（
資
本
金

以
外
は
、
攝
津
製
油
を
除

く
）
の
平
成
２９
事
業
年
度
ま

た
は
２９
年
度

末
現
在
。
な

お
、
原
料
処

理
用
、
原
油

・
油
粕
の
生

産
量
は
２９
暦

年
の
実
績
。

平
成
２９
年
度
の
製
油
産
業

規
模
は
売
上
高
５
千
８
９
３

億
５
千
４
０
０
万
円
（
前
年

比
０
・
４
％
増
）
と
な
っ

た
。
内
訳
は
、
油
脂
が
数
量

２
２
６
万
３
千
ｔ
（
４
％

増
）
、
金
額
４
千
１
１
１
億

３
千
６
０
０
万
円
（
０
・
７

％
減
）
、
油
粕
が
数
量
３
４

４
万
１
千
ｔ
（
２
・
９
％

増
）
、
金
額
１
千
３
４
９
億

３
千
３
０
０
万
円
（
４
・
５

％
増
）
、
そ
の
他
が
金
額
４

３
２
億
８
千
５
０
０
万
円

（
０
・
８
％
減
）
。
従
業
員

一
人
当
た
り
売
上
高
は
２
億

５９
万
７
千
円
（
同
２
・
６
％

増
）
と
な
っ
た
。

資
本
金
計
は
４
８
３
億
８

千
８
０
０
万
円
、
従
業
員
数

は
２
・
２
％
減
少
し
、
平
均

給
与
（
基
準
内
賃
金
）
は
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
が
、
女
子
は
２

・
５
％
増
と
な
っ
た
。

会
員
社
計
の
主
要
機
械
装

置
お
よ
び
能
力
は
、
連
続
抽

出
機
の
台
数
（
２５
機
）
は
前

年
と
同
じ
だ
が
、
日
産
能
力

は
２
万
９
１
５
ｔ
で
、
２
・

７
％
減
。
圧
搾
設
備
は
３
機

減
少
し
、
能
力
も
３
・
１
％

減
。
精
製
設
備
も
前
年
同
数

だ
が
、
脱
ろ
う
装
置
を
除
き

各
装
置
の
能
力
見
直
し
で
、

日
産
能
力
は
微
増
。
ま
た
、

稼
働
日
数
は
２
８
３
日
と
前

年
に
比
べ
て
３
日
増
加
し

た
。原

料
処
理
量
は
▽
大
豆
２

４
３
万
２
千
ｔ
（
７
％
増
）

▽
菜
種
２
３
８
万
２
千
ｔ

（
０
・
６
％
減
）
▽
と
う
も

ろ
こ
し
１４
万
７
千
７
０
５
ｔ

（
０
・
１
％
増
）
▽
ご
ま
１０

万
６
千
３
７
９
ｔ
（
５
・
７

％
増
）
、
▽
米
ぬ
か
１０
万
１

千
１
６
４
ｔ
（
１３
・
３
％

増
）
▽
綿
実
２
万
７
千
４
６

１
ｔ
（
７
・
４
％
増
）
▽
あ

ま
に
４
千
６７
ｔ
（
７
・
４
％

増
）
。
ご
ま
は
２
年
連
続
で

処
理
量
１０
万
ｔ
を
突
破
。
米

ぬ
か
は
全
国
計
で
は
２
・
４

％
増
だ
が
、
こ
の
う
ち
会
員

社
計
は
１３
・
３
％
増
と
大
き

く
伸
ば
し
た
。

原
油
生
産
量
は
１
６
７
万

２
千
ｔ
（
３
・
６
％
増
）
。

内
訳
は
、
▽
大
豆
油
４７
万
５

千
ｔ
（
７
・
５
％
増
）
▽
菜

種
油
１
０
５
万
１
千
ｔ
（
２

・
１
％
増
）
▽
と
う
も
ろ
こ

し
６
万
７
千
ｔ
（
１
・
１
％

減
）
▽
ご
ま

５
万
５
５
３

ｔ
（
４
・
２

％
増
）
▽
米

ぬ
か
２
万
６

２
７
ｔ
（
１３

・
９
％
増
）

▽
綿
実
５
千
１
６
９
ｔ
（
１１

・
６
％
増
）
▽
あ
ま
に
１
千

６
０
０
ｔ
（

９

・

８

％

増
）
。

油
粕
生
産
量
は
３
３
６
万

８
千
ｔ
（
３
・
５
％
増
）
。

大
豆
粕
１
８
３
万
ｔ
（
６
・

８
％
増
）
、
菜
種
粕
１
３
２

万
４
千
ｔ
（
２
％
減
）
。

１８
年
は
�
主
力
ブ
ラ
ン
ド

へ
の
集
中
投
資
�
を
掲
げ
る

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
、
各
ブ
ラ

ン
ド
の
好
調
を
受
け
て
ビ
ー

ル
類
全
体
の
年
間
販
売
目
標

を
約
１
億
３
千
７
４
０
万
箱

（
前
年
比
７
％
増
、
大
瓶
換

算
）
へ
上
方
修
正
し
た
。
年

初
目
標
は
１
億
２
千
８
８
０

万
箱
（
前
年
比
０
・
３
％

増
）
。

主
力
の
「
キ
リ
ン
一
番
搾

り
生
ビ
ー
ル
」
は
昨
夏
に
全

面
刷
新
後
、
�
お
い
し
さ
�

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
Ｃ
Ｍ
・
店

頭
・
飲
食
店
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。
今
年

１
～
７
月
は
ブ
ラ
ン
ド
計
で

約
３
％
増
と
な
っ
た
。

特
に
缶
は
高
い
ト
ラ
イ
ア

ル
と
リ
ピ
ー
ト
が
継
続
し
て

い
る
と
い
い
、
約
１７
％
増
を

達
成
。
１２
か
月
連
続
で
前
年

同
月
を
上
回
っ
た
。
販
売
好

搾
り
」
は
昨
夏
刷
新
以
来
、

特
に
缶
が
好
調
で
通
期
販
売

計
画
を
上
方
修
正
。
昨
年
ま

で
販
売
し
た
「
４７
都
道
府
県

の
一
番
搾
り
」
の
反
動
で
ブ

ラ
ン
ド
計
は
３
・
１
％
減
だ

が
単
体
で
は
２
・
２
％
増
。

「
の
ど
ご
し
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
」
「
本
麒
麟
」
が
好
調

で
、
新
ジ
ャ
ン
ル
上
半
期
計

は
２１
％
増
と
大
き
く
伸
長
し

た
。

サ
ン
ト
リ
ー
Ｈ
Ｄ
の
酒
類

セ
グ
メ
ン
ト
は
売
上
収
益
４

千
７
３
３
億
円
（
１
０
２
・

９
％
）
と
伸
長
。
ウ
イ
ス
キ

ー
「
角
瓶
」
「
ジ
ム
ビ
ー

ム
」
な
ど
が
好
調
に
推
移

し
、
Ｒ
Ｔ
Ｄ
も
２
ケ
タ
伸
長

を
果
た
し
た
。
ビ
ー
ル
類
で

は
「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ

ル
ツ
」
が
前
年
を
割
っ
た
が

市
場
を
上
回
っ
た
。

サ
ッ
ポ
ロ
Ｈ
Ｄ
は
ス
ピ
リ

ッ
ツ
（
Ｒ
Ｔ
Ｄ
・
洋
酒
・
焼

酎
）
が
８
％
増
だ
が
、
ビ
ー

ル
類
は
９
％
減
。
「
ヱ
ビ
ス

ビ
ー
ル
」
派
生
商
品
や
新
ジ

ャ
ン
ル
、
発
泡
酒
が
苦
戦
し

た
。
「
黒
ラ
ベ
ル
」
は
前
年

並
み
。

猛
暑
効
果
も
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、
７
月
の
ビ
ー

ル
類
は
キ
リ
ン
が
１
１
５
％

だ
が
、
ア
サ
ヒ
９３
％
、
サ
ッ

ポ
ロ
９２
％
だ
っ
た
。
「
猛
暑

が
多
少
は
後
押
し
し
て
い
る

が
、
暑
過
ぎ
て
外
飲
み
が
控

え
ら
れ
た
の
か
も
」
と
い
う

が
、
「
８
～
９
月
も
暑
さ
が

続
く
だ
ろ
う
か
ら
、
施
策
や

訴
求
次
第
で
数
字
は
上
が
る

か
も
」
と
期
待
の
声
も
あ

る
。

調
を
受
け
て
ブ
ラ
ン
ド
年
間

販
売
目
標
を
３
千
１
０
０
万

箱
（
前
年
比
２
・
６
％
増
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
年
初
販

売
目
標
は
２
千
９
９
０
万
箱

（
１
％
減
）
。

新
ジ
ャ
ン
ル
（
第
３
の
ビ

ー
ル
）
も
好
調
に
推
移
し
、

６
月
に
刷
新
し
た
「
キ
リ
ン

の
ど
ご
し
�
生
�
」
は
２
か

月
連
続
で
前
年
超
え
。
ま

た
、
今
春
投
入
の
「
の
ど
ご

し
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
」
「
本
麒

麟
」
も
好
調
で
新
ジ
ャ
ン
ル

計
で
も
約
２４
％
増
と
な
っ
て

い
る
。
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ビビーールル類類

キリンビール

年
間
販
売
目
標
を
上
方
修
正

主
力
へ
の
集
中
投
資
が
奏
功

食食
品品
物物
流流
のの
拡拡
充充
へへ

日

新

低
温
施
設
を
増
強

軽
減
税
率
は
撤
回
を

日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協
会

総
額
表
示
義
務
は
廃
止
求
め
る

日日
油油
協協��
２２９９
年年
度度
製製
油油
産産
業業
実実
態態
調調
査査
��

売
上
高
計
５
千
８９４
億
円（

０.４
％増

）

数
量
増
加
も
金
額
は
微
増

「
有
力
企
業
最
新
売
上
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

（
問
屋
、
小
売
部
門

６
～
９
面
）

「
即
席
麺
業
界
、
第
１
四
半
期
好
ス
タ
ー
ト
」

（
即
席
麺
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

１０
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

上上半半期期はは厳厳ししくく
ＲＲ
ＴＴ
ＤＤ
へへ
のの
流流
出出
続続
くく
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